た。 が、 同時に また その 顔に は、 貴族 階級に は 珍ら し 

い、 心の底に ある 苦労の 反映が、 もの 思わ しげな 陰影 

せんだつ 

を 落して いた。 私 は 先達ても 今日の 通り、 唯一 色の 黒 

ものう しんじゅ 

の 中に 懶ぃ光 を 放って いる、 大きな 真珠の ネクタイ 

ピン を、 子爵 その 人の 心の ように 眺めた と 云う 記憶が 

あった。 …… 

つきじ 

「どうです、 この 銅版画 は。 築地 居留地の 図 II です 

か。 図 どり が 中 々巧妙じゃありません か。 その上 明暗 

も 相当に 面白く 出来て いるよう です ご 

子爵 は 小声で こう 云いながら、 細い 杖の 銀の 握りで、 

わたくし うなず 

硝子 戸棚の 中の 絵 を さし 示した。 私 は 頷いた。 



「三 浦の 親 は 何でも 下 谷 あたりの 大地 主で、 彼が 

仏蘭西へ 渡る と 同時に、 二人とも 前後して 歿く なった 

とか 云う 事でした から、 その 一 人 息子だった 彼 は、 当 

時もう 相当な 資産家に なって いたのでしょう。 私が 

知って からの 彼の 生活 は、 ほんの 御 役目 だけ 第 X 銀行 

へ 出る ほか は、 いつも 懐手 をして 遊んで いられる と 

云う、 至極 結構な 身分だった のです。 ですから 彼 は 帰 

朝す ると 間もなく、 親の代から 住んで いる 

リ ようごく ひや つぼん ぐい き 

両国 百 本 杭の 近くの 邸宅に、 気の利いた 西洋風の 書 

斎 を 新築して、 かなり 贅沢な 暮し をして いました。 

「私 はこう 云って いる 中に も、 向う の 銅板 画の 一枚 を 



えたの だろう』 と、 笑って 済ませて しまいました。 そ 

れが 追々 笑って 済ませなくなる までに は、 —— この 幽 

かめん はんもん 

鬱な 仮面に 隠れて いる 彼の 煩悶に 感づく までに は、 ま 

だお よそ 二三 箇月の 時間が 必要だった のです。 が、 話 

の 順序と して、 その 前に 一 通り、 彼の 細君の 人物 を 御 

話しして 置く 必要が ありましょう。 

「私が 始めて 三 浦の 細君に 会った の は、 京 城から 帰つ 

お おかわ ま.. こ 

て 間もなく、 彼の 大 川端の 屋敷へ 招かれて、 一夕の 

きょうおう 

饗応に 預 つた 時の 事です。 聞けば 細君 はかれ これ 三 

浦と 同年 配だった そうです が、 小柄で でもあった せい 

か、 誰の 眼に も 二つ 三つ 若く見え たのに 相違 ありませ 



の やりとり を 始めました。 ですから その 夜 は 文字通り 

一 夕の 歓を尽 した 後で、 彼の 屋敷 を 辞した 時 も、 

大 川端の 川風に 俥 上の 微醺 を 吹かせながら、 やはり 私 

いわゆる アム ウル 

は 彼のた めに、 所謂 『 愛 の ある 結婚』 に 成功した 事 

を 何度も ひそかに 祝した のです。 

「ところが それから 一月ば かリ 経って (元より 私 は そ 

ゆきき 

の 間 も、 度々 彼等 夫婦と は 往来し 合って いたのです。) 

ある 日 私が 友人の ある ドクトルに 誘われて、 丁度 

於 伝 仮名 書 を やつ ていた 新 富 座 を 見物に 行きます と、 

さじ さ 

丁度 向う の 桟敷の 中 ほどに、 三 浦の 細君が 来て いるの 

を 見つけました。 その 頃 私 は 芝居へ 行く 時 は、 必ず 



に はいられませんでした。 何でも 三 浦の 話に よると、 

これ は 彼の 細君の 始弟 だそう で、 当時 XX 紡績 会社で 

も 歳の 割に は 重用され ている、 敏腕の 社員 だと 云う 事 

テ エブル た わい 

です。 成程そう 云えば 一 つ 卓子の 紅茶 を 囲んで、 多曖 

もない 雑談 を 交換しながら、 巻 煙草 を ふかせて いる 間 

でさえ、 彼が 相当な 才物 だと 云う 事 はすぐ に 私に も わ 

かりました。 が、 何も 才物 だからと 云って、 その 人間 

► 一 うお 

に対する 好悪 は、 勿論 変る 訳 もありません。 いや、 私 

は 何度と なく、 すでに 細君の 従弟 だと 云う 以上、 芝居 

で 挨拶 を 交す くらいな 事 は、 さらに 不思議で も 何でも 

ないじ やない かと、 こう 理性に 訴えて、 出来るだけ そ 



した。』 と、 きっぱりと 答えた じゃありません か。 私 は 

この 意外な 答に 狼 1 して、 思わず 舷 をつ かみながら、 

きわ たず 

『じ や 君 も 知っていた のか。』 と、 際どい 声で 尋ね まし 

た。 三 浦 は 依然として 静な 調子で、 『君 こそ 万事 を 知つ 

ていたの か。』 と 念 を 押す ように 問い返す のです。 私 

なら やま 

『万事 かどう か は 知らないが、 君の 細君と 櫓 山 夫人と 

の 関係 だけ は 聞いて いた。』 三 浦 『じ や、 僕の 妻と 妻の 

従弟との 関係 は？』 私 『それ も 薄々 推察して いた。』 三 

浦 『それじゃ 僕 はもう 何も 云う 必要 はない 害 だ。』 私 『し 

かし —— しかし 君 はいつ から そんな 関係に 気が つ いた 

の だ？』 三 浦 『妻と 妻の 従弟との か？ それ は 結婚し 



て 三月 ほど 経つ てから —— 丁度 あの 妻の 肖像画 を、 

ごせた ほうばい か 

五姓田 芳梅 画伯に 依頼して 描いて 貰う 前の 事だった。』 

この 答が 私に とって、 さらに また 意外だった の は、 

大抵 御 想像が つくでしょう。 私 『どうして 君 はまた、 

今日まで そんな 事 を 黙認して いたの だ？』 三 浦 『黙認 

こうてい 

していた のじ やない。 僕 は 肯定して やって いたの だ。』 

私 は 三度 意外な 答に 驚かされて、 しばらく はた だ 茫然 

と 彼の 顔 を 見つめて いると、 三 浦 は 少しも 迫らない 

よ. つす 

容 子で、 『それ は 勿論 妻と 妻の 従弟との 現在の 関係 を 

肯定した 訳 じ やない。 当時の 僕が 想像に 描いて いた 彼 

アム ウル 

等の 関係 を 肯定して やった の だ。 君 は 僕が 「 愛 の あ 



『それから？』 と 相手 を 促しました。 三 浦 『所が 僕 は そ 

アム ウル 

れ から 間もなく、 妻の 従弟の 愛情が 不純な 事 を 発見し 

たの だ。 露骨に 云えば あの 男と 櫓 山 夫人との 間に も、 

情交の ある 事 を 発見した の だ。 どうして 発見した かと 

云うよう な 事 は、 君 も 格別 聞きた く はな かろうし、 僕 

も 今更 話したい と は 思わない。 が、 とにかく ある 極め 

て 偶然な 機会から、 僕 自身 彼等の 密会す る 所 を 見た と 

-5, なまた 

云う 事 だけ 云って 置こう。』 私 は 巻 煙草の 灰 を 舷 の 

外に 落しながら、 あのせ 稲の 雨の 夜の 記憶 を、 まざ ま 

よど ことば 

ざと 心に 描き出しました。 が、 三 浦 は 澱みな く 言 を 

継いで、 『これが 僕に と つ て は、 正に 第 一 の 打撃だった。 



わたくし おもむろ 

いると 云う 事 を 伝えられた。 子爵と 私 と は 徐 に 立 

上って、 もう 一度 周囲の 浮世絵と 銅版画と を 見渡して 

から、 そっと このうす 暗い 陳列室の 外へ 出た。 まるで 

我々 自身 も、 あの 硝子 戸棚から 浮び 出た 過去の 幽霊 か 

何 かの ように。 

(大正 八 年 一 月) 
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